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要  約 
 Instagram は若者が多く利用するソーシャルネットワーキングサービスの一つである。その利用は主観的幸福感にど
のような影響を及ぼしているのだろうか。本研究では Instagram の利用の仕方による主観的幸福感の違いを検討するこ
と，Instagram の利用の仕方，利用動機，魅力の評価，主観的幸福感の関連を明らかすることを目的にした。大学生に
質問紙調査を行い，148 名から回答を得た。その結果，Instagram のアカウントを所有し投稿をしている者はアカウン
トを所有していない者に比べて主観的幸福感が高いことが示された。しかし，Instagram のアカウント所有者において
は魅力の評価が投稿や主観的幸福感に有意な正の影響を及ぼすが，投稿は主観的幸福感に有意な影響を及ぼさないこと
が示された。前者に関しては情報収集などの個人で完結できる行為が魅力として高く評価されてそれが主観的幸福感に
つながった可能性，後者の投稿が主観的幸福感につながらなかった理由には投稿が他者に受容されたという認知が必要
である可能性が考えられた。 
キーワード：大学生，ソーシャルネットワーキングサービス，インスタグラム，主観的幸福感 
 
 
はじめに 
SNS と Instagram 
 ソーシャルネットワーキングサービス（Social 
Networking Service: SNS）はインターネット上に社会
的ネットワークを構築するサービスで，代表的なものと
して Twitter や Facebook などがある。総務省（2017a）
は LINE，Facebook，Twitter，mixi，Mobage，GREE
の 6 つを取り上げてこれらのいずれかを利用している者
の割合は 2016 年には 71.2%で，最も利用率が高い 20 代
では 97.7%にのぼることを報告している。Instagram は
2010 年に登場してから右肩上がりで利用者が増加して
2015 年には SNS のうちで利用者が最も増えたサービス
で（MMD 研究所, 2015），2016 年にはその利用率は全
年代で 20.5%，20 代では利用率が 45.2%と存在感を増し
つつある（総務省, 2017b）。 
 Instagram の特徴は，情報提示が統合タイムラインで
あること，画像中心であること，プライバシーをオープ
ンにするかクローズにするかが選択でき，同質および異
質な他者との弱い紐帯があることである（天笠, 2017)。
また，Instagram はパソコン用のアプリが用意されてお
らず初めからスマートフォン用に開発されたサービスで，
写真やビデオをシェアすることに特化していることも特
徴である（高谷, 2017）。 
CMC と主観的幸福感 
 コ ン ピ ュ ー タ を 介 し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
（Computer-Mediated Communication: CMC）に関す
る研究は，インターネットは人々をつなぐメディアであ
るはずにもかかわらず社会参加を減少させ心理的健康を
損なうという結果を示したインターネット・パラドック
スにはじまり（Kraut, Patterson, Lundmark, Kiesler, 
Mukopadhyay, & Scherlis, 1998），インターネット依存
や SNS 疲れといった言葉に表されるような CMC のネ
ガティブな側面に焦点をあてたものが多い。しかし，シ
ニア層ユーザーを対象にした調査結果ではあるがインタ
ーネットの使用を含むコンピュータスキルの習得はコン
ピュータに対する態度と自己効力感の向上をもたらし，
主観的幸福感を向上させることが報告されている（河野・
和田, 2017）。また Bessiere, Kiesler, Kraut, & Boneva 
(2008)はインターネットでコミュニケーションを取るこ
とが主観的幸福感に影響を及ぼすかどうかは「どのよう
にインターネットを利用するか」「誰とコミュニケーショ
ンを取るか」に依存していると指摘し，岡本(2017)は
SNS では主に閲覧を通して蓄積される社会的比較スト
レスは精神的健康に負の影響を与えるが，SNS の利用時
間はストレスに影響を与えないことを示している。すな
わち，コンピュータを使うことにはポジティブな側面が
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ある可能性があり，SNS の利用を含む CMC が主観的幸
福感に与える影響はその利用の仕方が関わると考えられ
るため，SNS 利用で主観的幸福感が向上することもあり
得るのではないだろうか。 
SNS への投稿 
 SNS での行為には大きく投稿と閲覧があるが，ここで
は社会的比較ストレスが蓄積されにくく主体的な SNS
の利用といえる投稿についてみていきたい。投稿は誰に
向けて行われるかという点について，ウェブ日記のタイ
プの指向性には自己と他者があると指摘されている
（Kawaura, Kawakami, & Yamashita, 1998; 川浦・山
下・川上, 1999）。この自己は投稿時に想定される対象の
主たる一つで，Pew Internet & American Life Project 
(2006)はブログ作者の52%は自身のブログは自分のため
にあると考えていることを報告しており，三浦・松浦・
北山（2008）においてもブログ作成において多くの作者
が自分自身を対象の一つとしてブログを書いていること
が指摘されている。こうした状況を踏まえて髙橋・伊藤
（2016）は，SNS 利用者はインターネット上の他者を意
識しつつ自己表現を行っていると述べている。最近では
SNS 発信のモチベーションは自分自身の体験のストッ
クが第一位という調査報告がある（電通総研, 2017）。ま
た，自己表現と主観的幸福感とは正の関連があること（南
山・中村, 2015）や日記を書く者は日記を書くことで気
持ちや思考の整理，自己の客観視・自己制御，感情の吐
露・ストレス発散などの肯定的効果を認識していること
（地井, 2009）がこれまでに指摘されており，これらの
行為と SNS への投稿とは通じるところがあろう。こう
したことから適度な SNS の利用のなかで投稿をするこ
とで主観的幸福感が高くなる可能性が考えられる。 
目的 
本研究では SNS のうち近年若者を中心に利用者が増
加している Instagram を取り上げ，Instagram の利用率
が高い年代に該当する大学生を対象に，Instagram の利
用の仕方による主観的幸福感の違いを検討する。そして
Instagram の利用の仕方，利用動機，魅力の評価，主観
的幸福感の関連を明らかにする。Instagram への投稿が
主観的幸福感に正の影響を及ぼしていると考えられる。 
 
方法 
参加者 
A 大学に所属する大学生 148 名から回答を得た。回答
者の内訳は，男性 73 名，女性 72 名，不明 3 名で，平均
年齢 19.4（SD = 3.7）歳であった。 
質問紙 
Instagram について：Instagram のアカウント所有の有無
を尋ね，「アカウントを持っている」と回答した者に対し
ては，利用の仕方（1 項目 4 件法），利用動機（5 項目 5
件法; 岡本, 2017），魅力の評価（9 項目 5 件法; トレン
ダーズ, 2015）に回答を求めた。利用動機と魅力の評価
の 5 件法は，まったくあてはまらない(1)，どちらかとい
えばあてはまらない(2)，どちらでもない(3)，どちらかと
いえばあてはまる(4)，とてもよくあてはまる(5)であった。 
主観的幸福感：主観的幸福感を測定するために主観的幸
福感尺度（伊藤・相良・池田・川浦, 2003）を用いた。こ
の尺度は，人生に対する前向きな気持ち，自信，達成感，
人生に対する失望感のなさの 4 因子の各 3 項目で全 12
項目から構成され，12 項目の合計得点で主観的幸福感が
捉えられた。回答は 4 件法で設問により選択肢の表現は
異なったが，全く幸せではない(1)，あまり幸せではない
(2)，まあまあ幸せ(3)，とても幸せ(4)などいずれも当ては
まるほどに高い得点が付され，得点が高いほど主観的幸
福感が高いことを意味した。 
調査時期および手続き 
 2017 年 7 月に A 大学で行われた授業内で質問紙を配
布して回答を依頼した。 
 
結果 
Instagram について 
 アカウント所有の有無と利用の仕方：Instagram のア
カウントを持っている者は 72 名（49%），持っていない
者は 76 名（51%）であった。このうち Instagram のア
カウントを持っている者の利用の仕方を表 1 に示す。他
人の投稿をあまり見ない者は少ないことと本研究では閲
覧ではなく投稿に焦点を当てたことから，今後の分析に
あたってはアカウント所有者を投稿をよくする/あまり
しない（以下，投稿する/投稿せず）で 2 群に区分した。 
 利用動機：Instagram のアカウントを持っている者が
回答した利用動機について各項目の平均値を表 2 に示す。
「新しい情報を得るため」と「良い出来事があったとき 
表 1 利用の仕方 
 
 
利用の仕方 人数 割合(%)
自分の投稿はあまりしないが，他の人の投稿はよく見る 39 54
自分の投稿もよくするし，他の人の投稿もよく見る 21 29
自分の投稿もあまりしないし，他の人の投稿もあまり見ない 9 13
自分の投稿はよくするが，他の人の投稿はあまり見ない 2 3
無回答 1 1
72 100
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表 2 利用動機 
 
 
表 3 魅力の評価 
 
 
に，友だちと共有するため」は 5 段階評価の「どちらで
もない(3)」よりも高く評価された。 
 魅力の評価：Instagram のアカウントを持っている者
が回答した Instagram に感じる魅力について各項目の
平均値を表 3 に示す。「コメント欄で，投稿者と交流でき
る点」以外は 5 段階評価の「どちらでもない(3)」よりも
高く評価された。 
主観的幸福感 
 Instagramのアカウントを持っている者と持っていな
い者を合わせた148名の主観的幸福感の合計得点は32.5
（SD = 5.6）であった。伊藤ら（2003）は大学生を対象
に調査を実施して女性が 33.50 で男性が 32.05 と報告し
ており，概ね同程度の値が示された。 
アカウント所有の有無と投稿の有無による主観
的幸福感の差 
 アカウント所有の有無と投稿の有無で主観的幸福感の
差を検討するため，参加者をアカウント無，アカウント
有・投稿せず，アカウント有・投稿するの 3 群に区分し
て群ごとに主観的幸福感の得点を算出した（図 1）。一要
因分散分析の結果，有意差が見られて効果量は中程度
（F(2, 137) = 5.41, p = .006, η2 = .07），アカウント無
群に比べてアカウント有・投稿する群の主観的幸福感が
高かった（p = .002）。 
Instagram の利用と主観的幸福感との関連 
 利用動機と魅力の評価はそれぞれの先行研究の分析で
は項目別に使用されており因子が提案されていないこと
から（岡本, 2017; トレンダーズ, 2015），まず項目間の
関連を探るために主成分分析を行った。その結果，固有
値 1 以上で利用動機は 1 因子構造（累積寄与率 60.66%），
魅力の評価は「投稿を通じて、有名人の様子を知ること
ができる点」を除いて 1 因子構造が示唆された（累積寄
与率 52.01%）。  
 Instagram の利用の仕方，利用動機，魅力の評価，主
観的幸福感の関連は，利用動機と魅力の評価が投稿に先
んじ，利用動機，魅力の評価，投稿が主観的幸福感に影
響を及ぼしているという仮定に立ち，アカウント所有者
に分析対象を絞り HAD（清水, 2016）でパス解析を行っ
て検討した。分析では利用動機と魅力の評価は主成分得
点，投稿は投稿する/しないのダミー変数，主観的幸福感
は合計得点を用いた。その結果，図 2 が示唆された（GFI 
= .991, AGFI = .957, RMSEA = .000, AIC = 17.058）。
魅力の評価と利用動機には強い正の相関が見られ，魅力
の評価の高さが投稿や主観的幸福感に正の影響を及ぼし
ていた。投稿から主観的幸福感に対する有意な影響は見
られなかった。 
 
図 1 アカウント所有と投稿に基づく群別の 
主観的幸福感 
 
図 2 利用動機，魅力の評価，投稿，主観的幸福感の 
パス解析の結果 
 
 
利用動機 M (SD )
新しい情報を得るため 3.9 (1.2)
良い出来事があったときに，友だちと共有するため 3.3 (1.3)
友だちとの関係を維持するため 2.6 (1.2)
新しい友だちを探すため 2.2 (1.1)
嫌な出来事があったときに，友だちと共有するため 2.0 (1.2)
魅力 M (SD )
素敵な写真を閲覧できる点 4.2 (0.9)
流行を知ることができる点 3.8 (1.2)
投稿を通じて，友人の様子を知ることができる点 3.8 (1.2)
素敵な動画を閲覧できる点 3.7 (1.0)
写真/動画が主体なので，気楽に投稿できる点 3.6 (1.2)
自分が素敵だと思う写真を投稿できる点 3.6 (1.3)
投稿を通じて，有名人の様子を知ることができる点 3.5 (1.2)
投稿内容が，生活の参考になる点 3.2 (1.2)
コメント欄で，投稿者と交流できる点 2.8 (1.2)
31.3  33.2 
35.5 
12
16
20
24
28
32
36
40
44
48
アカウント無 アカウント有
投稿せず
アカウント有
投稿する
主観的幸福感
p = .002
誤差棒はSD
魅力の
評価
利用動機
.71**
主観的
幸福感
投稿
.47**
.33**
**p < .01
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考察 
Instagram について 
Instagramのアカウントを持っている者と持っていな
い者は約半数ずつで，2016 年の 20 代の利用率 45.2%
（総務省, 2017b）と大差なかった。 
 利用動機では「新しい情報を得るため」が 5 項目のな
かで最も高い値を示した。また魅力の評価でも「素敵な
写真を閲覧できる点」「流行を知ることができる点」がこ
の順で高い値を示し，情報収集など個人で完結できる行
為が利用動機・魅力の評価で上位を占めた。一方，利用
動機における「友だちとの関係を維持するため」や「新
しい友だちを探すため」，魅力の評価における「コメント
欄で，投稿者と交流できる点」といった項目は値が低く，
他者とのつながりは利用動機・魅力の評価として下位に
あることが示唆された。電通総研（2017）は 10-30 代で
Instagram，Facebook，Twitter，Snapchat で投稿して
いる者の SNS の発信モチベーションは「自分自身の体
験のストック」が一位であったことを報告し，ユーザー
は SNS 上で自身の体験や興味関心のあるテーマをスト
ックできることを重視しており，情報発信の主眼は自分
自身へと向いていると論じた。本研究でも Instagram の
アカウント保有者に高く評価された利用動機や魅力の評
価の項目は個人で完結できる行為であり，主眼が自分自
身に向いているという点が共通した。ただし，本研究で
は利用動機・魅力の評価は共に主成分分析で一因子構造
が示され，Instagram のアカウント保有者にとって個人
で完結できる行為と他者とのつながりは区分されるもの
ではなく，利用動機・魅力の評価は各々まとめて捉えら
れていることが示唆された。 
Instagram の利用と主観的幸福感との関連 
 Instagram の利用と主観的幸福感との関連では，利用
動機と魅力の評価との間には強い相関が見られ，魅力の
評価は投稿と主観的幸福感に正の影響を及ぼしていた。
このうち利用動機ではなく魅力の評価が主観的幸福感に
影響したことについては，利用動機は 5 項目中 4 項目が
友だちとの交流が関わる項目であったのに対して，魅力
の評価は他者との交流に言及した項目は「コメント欄で，
投稿者と交流できる点」だけで 9 項目中 1 項目であった。
また残りの 8 項目の一つには「投稿を通じて，友人の様
子を知ることができる点」という友人に言及した項目が
あったが，これについては友人と交流せずに自身が閲覧
するのみという関わり方が可能であり，その場合は個人
で完結することができる。こうした個人で行為を完結で
きる行為から項目がほぼ構成されていたため，魅力の評
価が主観的幸福感に影響したと考えられる。 
 一方，Instagram のアカウント所有者において投稿か
ら主観的幸福感への影響は見られなかった。これに対し
ては，自己表現においては開放的になって積極的に他者
と接触して自己表現していくという側面への受容が主観
的幸福感と正の関係にあることが報告されている（牧野・
田上, 1998）。すなわち，投稿が主観的幸福感につながる
のは，投稿の対象が他者であり，それが受容されたと投
稿者が認知している場合に限定される可能性が考えられ
る。 
 そして，魅力の評価が投稿を経由して主観的幸福感に
つながるのではなく，魅力の評価が主観的幸福感に直接
つながるということが示唆された。ただし，魅力の評価
と主観的幸福感との関連については，さらなる検討が必
要である。なぜなら，Instagram の魅力の評価が高いと
いうことが認知の仕方が肯定的であるということの一端
に過ぎず，広く認知の仕方が肯定的であるということが
主観的幸福感の高さにつながっている可能性がある。こ
れについては，例えば Taylor & Brown（1988）は楽観
主義ともいえる過度に肯定的な認識は他者への気遣いや
満足感や幸福感を促進すると指摘している。そのため，
Instagram の利用と主観的幸福感との関連については，
本研究で取り上げなかった要因を視野に入れ，測定を再
検討して改めてプロセスを明らかにしていく必要がある
だろう。また，本研究は一時点で行った調査であったた
め，Instagram の利用と主観的幸福感との関連において
因果の方向の同定には限界があった。縦断的データを取
るなどのデザインの検討も必要である。 
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Abstract 
 
 Instagram is a social networking service used by many young people. In this research, we 
examined how the use of Instagram influences differences in subjective well-being and tried to 
clarify the relationship among subjective well-being, posting on Instagram, reasons for Instagram 
use, and attractive points for using Instagram. A questionnaire survey was conducted with 
undergraduates; responses were obtained from 148 people. The results showed that young people 
with an Instagram account had higher subjective well-being than those who did not have an 
account. Among Instagram’s account holders, however, the attractive points for using Instagram 
had a significant positive influence on both posting on Instagram and subjective well-being, while 
posting on Instagram did not have a significant influence on subjective well-being. There is a 
possibility that an act that can be completed by an individual, such as information gathering, is 
highly appealing, leading to our finding that attractive points for using Instagram had a 
significant positive influence. One explanation for the lack of significant influence from posting is 
that individuals have a need to perceive that the post was accepted be others.  
 
Keywords: Undergraduates, Social networking service (SNS), Instagram, Subjective well-being 
(SWB) 
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